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サブプライムローン＊
関連商品の価格下
落が原因とされる
リーマンショック

ギリシャの財政問題
および債務不履⾏へ
の懸念に端を発する
欧州債務危機

新型コロナウイルス
の感染拡⼤に伴う景
気減速が懸念された
コロナショック

⽶第1次トランプ政権
による中国への制裁関
税の発動から始まった
⽶中貿易摩擦

中国の景気減速が
世界経済へ波及す
る懸念が強まった
チャイナショック

インフレやウクライナ
問題などを背景とした
リスク回避的な動き
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世界の株式市場は⼤きく下落した後、どのような動きに
なるの︖

過去20年において世界株式は、下落局⾯の後に上昇
し、下落前の⽔準を回復して上昇傾向を⽰しました。

これまで世界の株式市場では、リーマンショック、チャイナショックやコロナショックなど、いくつもの下落局⾯がありました
が、⼀時的に⼤きく下落した後は反転して上昇しています。下落前の⽔準を回復するには数年程度を要する場合
もありましたが、⻑期的には下落前の⽔準を回復し上昇傾向を⽰しました。
株式市場が⼤きく下落したとき、その変動幅や変動率に⼀喜⼀憂するのではなく、まずは下落要因などをしっかり
と把握し、各資産・市場のファンダメンタルズにどのような変化があったのかを落ち着いて⾒極めて、今後の⾒通
しをしっかりと持つことが重要です。

過去20年における世界株式の推移と下落局⾯
2021年12⽉末〜
2022年9⽉末

2007年10⽉末〜
2009年2⽉末

2011年4⽉末〜
2011年9⽉末

2015年5⽉末〜
2016年2⽉末

2018年1⽉末〜
2018年12⽉末

2019年12⽉末〜
2020年3⽉末

493

※上記は過去の実績であり、今後の市場環境等を⽰唆あるいは保証するものではありません。
※この資料の最終ページに重要な注意事項を記載しております。必ずご確認ください。

（注1）データは2005年4⽉末〜2025年4⽉末、⽉次。
（注2）世界株式はMSCI ACワールドインデックス（配当込み、⽶ドルベース）。
（出所）Bloombergのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

＊信⽤⼒の低い借り⼿向けのローン

※2005年4⽉末を100として指数化
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【重要な注意事項】
■当資料は、情報提供を⽬的として、三井住友DSアセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、⽣命保険、株式、債券等の売
買を推奨･勧誘するものではありません。■当資料に基づいて取られた投資⾏動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内
容は作成基準⽇現在のものであり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、
それらは過去の実績および将来の予想であり、今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信頼性が⾼いと判断した
情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。■当資料にインデックス・統計資料等が記載される場
合、それらの知的所有権その他の⼀切の権利は、その発⾏者および許諾者に帰属します。■当資料に掲載されている写真がある場合、写真は
イメージであり、本⽂とは関係ない場合があります。
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世界株式の⼤幅な下落以降の推移

（注）世界株式はMSCI ACワールドインデックス（配当込み、⽶ドルベース）。
（出所）Bloombergのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成
※上記は過去の実績であり、今後の市場環境等を⽰唆あるいは保証するものではありません。

サブプライムローン関連商品の価格下落を
背景としたリーマンショック

2007年10⽉末〜2014年4⽉末、⽉次
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※2007年10⽉末を
100として指数化

2013年4⽉末に
下落前の⽔準を

回復

下落前の⽔準まで回復後、
1年後の騰落率

（2013年4⽉末⽐）

2014年4⽉末 15％
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2020年8⽉末に
下落前の⽔準を

回復

※2019年12⽉末を
100として指数化

2023年12⽉末に
下落前の⽔準を

回復

※2021年12⽉末を
100として指数化

新型コロナウイルスの感染拡⼤に伴う
コロナショック

2019年12⽉末〜2021年8⽉末、⽉次

インフレやウクライナ問題などを背景とした
リスク回避的な動き

2021年12⽉末〜2024年12⽉末、⽉次

下落前の⽔準まで回復後、
1年後の騰落率

（2020年8⽉末⽐）

2021年8⽉末 29％

下落前の⽔準まで回復後、
1年後の騰落率

（2023年12⽉末⽐）

2024年12⽉末 18％


